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はじめに
　東京純心大学図書館の図書館利用ガイダンス

は、図書館員が独自にアレンジする内容から科

目担当の教員との協働スタイルに変化してき

た。そして、令和5年度前期をもって、現代文

化学部における図書館利用に関する図書館員に

よる教科科目内での指導が最終回を迎えた。

　そこで、図書・研究支援課では、現代文化学

部における図書館利用ガイダンスの変遷を辿る

とともに、最終的に行き着いた指導内容とその

成果を図書館員の視点からまとめることとし

た。この報告は一つの結実であると同時に、そ

こから見出された課題を解決していく図書館員

の指導スキル向上のためのマイルストーンと位

置付け、今後の看護学部での図書館利用ガイダ

ンスに活かしたい。

　この報告は、次のような構成でまとめる。

第一章：  大学進学までの図書館体験と大学で求

められる利用スキル

第二章：  本学における図書館利用ガイダンスの

歴史

第三章：  現代文化セミナーにおける図書館利用

ガイダンスの実践報告

第四章：  図書館利用ガイダンスの課題

第五章：  看護学部における図書館利用ガイダン

スの展望

第一章　大学進学までの図書館体験と大学
で求められる利用スキル

1．図書館利用ガイダンスとは
　本学の図書館利用ガイダンスについて具体的

な実践報告に入る前に、ここでは、図書館利用

ガイダンスについて整理しておきたい。そこで、

まず引用したいのが、次にあげる図書館におけ

る基本用語解説の「利用教育」の項目である。

　　

　　  図書館の利用者に対して、図書館あるいは

図書館サービスを有効に使いこなせるよう
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に実施される教育的活動のこと。図書館利

用のオリエンテーション、文献探索のため

のOPAC検索指導、データベースの検索方

法なども指導する。大学図書館ではレポー

トや卒論の作成に必要な情報活用教育、学

校図書館では学び方の指導も行われ、図書

館利用そのものから拡張して、情報リテラ

シー指導を図書館員が実施することも多

い。利用者教育、利用指導、利用案内、ガ

イダンスなどの用語も使われる 1）。

　本学における図書館利用ガイダンスは、この

利用教育にあたるものと言える。本稿では、ま

ずこの用語解説を図書館利用ガイダンスの定義

としたい。

2．大学で求められる図書館利用スキル
　中等教育までの図書館利用教育の取り組み方

は、図書館が置かれる学校の実情によってかな

りの差があるにも関わらず、大学図書館では、

その利用者を自立した情報の使い手として、大

学教育に臨むに相応しいレベルに１日も早く到

達し、自己の研究課題に挑めるだけの能力の醸

成が求められている。『図書館利用教育ガイド

ライン合冊版』の序文に次のように述べられて

いることからもこのことがわかる。

　　

　　  現在、わが国において情報化社会あるいは

生涯学習社会ということが提唱され、人々

の間に情報活用能力の重要性が認識されて

いるかに見えます。しかし実情はそれが図

書館利用能力と結びついているとは言えま

せん。多くの人々の図書館利用は必ずし

も成熟しているとは言えず、日常生活を始

め、学習、研究、調査等の活動に少なから

ず支障を来しております。これは過去にお

いて、初等教育、中等教育、高等教育また

社会教育にわたって、図書館利用教育への

取り組みがほとんど組織的になされていな

かった結果と考えられます。人々は基本的

人権としての知る権利を十分に保証されて

いなかったと言えましょう。図書館および

教育関係者は、利用教育・利用支援を実施

することにより、人々の情報面での自立を

支援し、知る権利を保証する義務があると

考えます 2）。

　それに続く「『大学図書館版』発表にあたっ

て」3）では上記の現状に対する大学の取り組み

について一定レベルの評価をしつつも、知る権

利を十分に活かす人材育成の必要性を説いてお

り、大学図書館が担う責務の大きさがわかる。

このガイドラインでは、大学における図書館利

用教育の目的や目標を、領域 1：印象づけ、領

域 2：サービス案内、領域 3：情報探索法指導、

領域４：情報整理法指導、領域 5：情報表現法

指導の5領域で整理している 4）。そこで、本稿

では、先に定めた定義とガイドラインにある5

領域に照らし、実践内容を見ていきたい。

　

3．大学進学までの図書館体験
　大学入学までに経験した学校図書館の経験は

様々である。例えば、同じ敷地内にある東京純

心女子中学校では、学校図書館をハブと位置づ

け、司書と教科科目担当教員、及び教科科目担

当教員同士が協働し、生徒達の調べ学習が体系

的に実践されているため、図書館の使い方を身

につけている生徒がほとんどである。しかし、

図書館利用ガイダンスの冒頭で、学生達にこれ

までの図書館体験を確認すると、数名は自信を

もって「たくさん利用してきた」という反応を

示すが、多くが「行ったことはあるけれど、勉

強場所として自習室を使っていただけ」、「こど

もの頃は良く絵本を借りていた」という選択肢

に大きく頷く。

　学校図書館法第5条第1項、附則、附則第2

項及び第6条第1項によると、学校図書館にお

ける専門的職務を掌るのは「司書教諭」であり、

「学校司書」の配置は努力義務とされている 5）。

　「司書教諭」の配置は、12学級以上の学校に
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おいて必須とされ、11学級以下の学校におい

ては当分の間配置を猶予 6）となっている。法

整備はあるものの、「現状では司書教諭は、授

業・クラス担任などの職務が軽減あるいは免除

されていないため、名ばかりのものになってい

る。司書教諭はそもそも、教科を教えたいとい

う動機で仕事に就いた先生が圧倒的に多い。」7）

と記されていることが、実情であり、高等学校

までの学校における取り組みの違いも学生達の

図書館体験に関わっている可能性がある。

第二章　本学における図書館利用ガイダン
スの歴史

　現代文化学部における図書館利用ガイダンス

の歴史は表1のとおりである。大きな転換点は

表1中ゴシックで強調した3点で、具体的には

次のとおりである。

　2003（平成15）年度にはシラバスに「図書館

利用ガイダンス」が登場し、開学以来オリエン

テーション時の施設見学程度であったものが、

1年生を対象とした授業に組み込まれた。1年

生向けには、館内ツアーや基本的なルール案

内のほか、文献検索のためのOPAC検索指導が

行われ、自分で図書を探すことができる程度の

スキルを身に付けさせるものであった。翌年

には、3・4年生向けにも対象が広がり、データ

ベースの検索方法の他、研究（卒業研究・卒業

論文）に向けた情報活用教育などを含むように

なった。特にゼミ対象の場合、担当教員からの

要望により、データベース文献検索指導の他に

書誌情報の読み取り方や、文献複写依頼など図

書館の資料を探すレベルから、図書館間のネッ

トワークを駆使した検索スキルの習得に変化し

ている。この積み重ねが、2015（平成27）年度

以降の科目内における図書館利用ガイダンスの

基礎を形作ったとも言える。

　このように、年月を経ながら、定義に含まれ

る事柄が順に組み込まれ現在の指導内容へと成

熟してきている一方で、変化しない点もある。

それは、この図書館利用ガイダンスが、2003

（平成15）年度以降、図書館主導のガイダンス

ではなく、科目の中で実施されているという点

である。

第三章　現代文化セミナーにおける図書館
利用ガイダンスの実践報告

1．「現代文化セミナー」と関連科目
　「現代文化セミナー」は、現代文化学部で1

年前期に開講される科目であり、図書館利用ガ

イダンス（2コマ）で、図書館利用法や、情報

東京純心大学の歴史と図書館利用ガイダンスの歴史（表1）

大学の主な歴史 図書館利用ガイダンス関連の歴史

［1996］東京純心女子短期大学を改組転換、東京純心
女子大学現代文化学部（英米文化学科、芸術文化学
科）開学。
［2004］東京純心女子大学現代文化学部にこども文化
学科増設。英米文化学科を現代英語学科に学科名変
更。
［2008］現代英語学科を国際教養学科に学科名変更。
［2010］芸術文化学科募集停止、国際教養学科に統合。
［2015］東京純心女子大学から東京純心大学に名称変
更（共学化）。看護学部看護学科開設。国際教養学科
募集停止。
［2017］図書館第3閲覧室にラーニングコモンズを設置。
［2023］こども文化学科募集停止。

［1996］講義概要SYLABUSに「（付）レポート・論文
作成のための参考文献－図書館から－」掲載。
［2003］英米文化学科・芸術文化学科1年授業でのガ
イダンス開始。図書館の使い方、資料の探し方案内・
指導。
［2004］1年以外に、3・4年生向けにもガイダンス開始。
［2009]日本カトリック大学連盟図書館協議会総会を
本学にて開催。実務研修会で利用者教育が取り上げら
れた。
［2010︲2012］教職科目でのガイダンス実施。
［2011］ゼミでのガイダンス開始。
［2015‐］ほぼ現在の形になる。現代文化学部：1・2年
の3科目、看護学部：1・2年の2科目、ゼミは求めに
応じて）
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リテラシー 8）・情報収集の初歩などを学ぶ。

　1年後期の「純心チュートリアル」では、図

書館利用ガイダンス（3コマ）で、情報リテラ

シーや情報収集方法・整理術などを学ぶ。その

後各テーマで情報収集しグループで発表する。

　2年前期の「アカデミックライティング」で

は、論文執筆・発表を学生各人が行う。図書館

利用ガイダンス（1コマ）で、データベースによ

る文献収集方法を中心に学ぶ。

　このように3科目の授業で、レポート・論文

作成方法や、それに伴うリテラシーについて学

ぶ機会があり、何度も復習するとともに、段階

ごとに深く実践的になっていく。

　

2．「現代文化セミナー」の到達目標
　「現代文化セミナー」の授業の到達目標をシ

ラバスで確認した。6つの到達目標の内、次に

挙げる2つが図書館利用ガイダンスに関わると

考えられる。

　　1．  高校生から大学生への移行をスムース

に行い、自発性・自主性を涵養し、大

学生としての自覚を持って行動できる

ようになる。

　　2．  「学びの態度・方法」の基礎となる「イ

ンプット・アウトプット」の方法を身

につける 9）。

　では、その到達目標に向けて図書館利用ガイ

ダンスの目標をどのように定めたのか、次の節

で見ていく。

3．「現代文化セミナー」における図書館利用ガ
イダンスの目標

　図書館利用ガイダンスでは、2回の授業で、

具体的に次のような目標を定めた。【 】内には

「図書館利用教育ガイドライン」10）に挙げられ

ている5領域を記載している。

　①　  情報リテラシーの必要性を理解する。（情

報探索から発信までの過程、学修・生活

の基盤的能力）【領域1、3】

　②　  大学での学びについて理解する。（主体

的に学ぶ）

　③　  大学図書館について理解する。（公共図

書館・学校図書館との違い、本学図書館

の利用法・強み）【領域1、2】

　④　  情報源の種類と特徴を知る。（図書・雑

誌の種類と特性、情報の信頼性をチェッ

クするポイント、参考図書の意義・使い

方）【領域2、3】

　⑤　  大学図書館の図書を探せるようになる。

（OPAC検索方法、書架や図書の並び方）

【領域2、3】

　⑥　  情報を整理して蓄積する方法を知る。

（書誌カード・キーワードカードの記入

方法、論文の抄録）【領域4】

　⑦　  論文やデータベースについて理解する。

（論文とは何か。CiNii Research検索方

法）【領域2、3】

　以上7つの目標を授業でどのように計画し実

践していったかを次の節で説明する。

4．2022年度現代文化セミナーでの図書館利用
ガイダンスの概要

　ここからは、2022年度の現代文化セミナーに

おける図書館利用ガイダンスついて記載する。

実施日時：  令和4年7月5日・12日（火）各4限

科目担当教員：2名

対象学生：  現代文化学部こども文化学科１年生

（合計16名）

場所：  大学図書館。主に第3閲覧室ラーニング

コモンズ（以下LC）及び第1閲覧室。
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【授業計画】（表2）
  7月5日

学修目標
①  情報リテラシーの必要性を理解する。（情報探索から発信までの過程、学修・生活の基盤的能力）【領域1、3】
②  大学での学びについて理解する。（主体的に学ぶ）
③  大学図書館について理解する。（公共図書館・学校図書館との違い、本学図書館の利用法・強み）【領域1、2】
④    情報源の種類と特徴を知る。（図書・雑誌の種類と特性、情報の信頼性をチェックするポイント）【領域2、3】
⑤  大学図書館の図書を探せるようになる。（OPAC検索方法、書架や図書の並び方）【領域2、3】

時間
配分 学修内容 学修活動・方法 指導上の留意点・備考 担当 場所

5分 出席確認 教員 LC

20分 職員紹介。
大学図書館を知ろう

DVDを視聴し、情報リテラシー
や大学図書館の役割、様々な情
報源について学ぶ。

DVD『情報の達人』第1巻第2
講「情報リテラシーは学習の基
盤」、第4講「さまざまなメディ
アと情報源」、第6講「図書館の
コレクション」を視聴する。

山本 LC

10分 大学での学びと情報
検索の関係を知ろう
情報源ごとの特徴を
知ろう
本ってなんだ？雑
誌ってなんだ？

職員の解説を聞き、大学では主
体的に学ぶことが求められるこ
と、様々な情報源とその特徴や
信頼性について学ぶ。

根拠をもとにレポートを作成す
ることや、メディア別の性質を
把握した上で情報収集すること
が重要であると強調する。雑誌
は、一般雑誌から学術雑誌まで
色々な実物を見せて紹介する。

田中 LC

20分 図書館ツアー 図書館内を巡り、配置やルール、
利用法を知る。

山本 館内

30分 図書館の図書を探し
てみよう。OPACの
使い方

1人1冊の図書をOPACで検索
し、書架から持ってくる。図書
を見てみて、奥付を見ながら書
誌事項を記入欄に書き出す。元
の書架に返却し、ブラウジング
する。

OPACの利点を伝える。OPAC
検索図書はあらかじめ職員がリ
ストアップしたものから、1人
ずつ別なものがレジュメで割り
当てられている。OPACの検索
窓にはキーワードを単語で入力
し、複数の場合はスペースで区
切って検索することを強調する。
探し方で躓く学生がいれば支援
する。

田中 第１

5分 まとめ 教員 第１

  7月12日

学修目標
①    情報源の種類と特徴を知る。（図書・雑誌の種類と特性、情報の信頼性をチェックするポイント、参考図書の
意義・使い方）【領域2、3】

②  大学図書館の図書を探せるようになる。（OPAC検索方法、書架や図書の並び方）【領域2、3】
③  情報を整理して蓄積する方法を知る。（書誌カード・キーワードカードの記入方法、論文の抄録）【領域4】
④  論文やデータベースについて理解する。（論文とは何か。CiNii Research検索方法）【領域2、3】

時間
配分 学修内容 学修活動・方法 指導上の留意点・備考 担当 場所

5分 出席確認 教員 LC
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5．授業前の準備
　現代文化学部での1年生への授業内図書館利

用ガイダンスは、2003年から始まった。近年、

その扱う内容に大きな変更はないが、科目担当

教員の授業計画や要望に応じて扱う度合いに強

弱をつける程度の微調整を行ってきた。今回の

場合次の2つである。1つ目は、図書館をブラ

ウジングし、図書を手に取り、学生同士の交流

を持たせることである。2つ目は、キーワード

カードについて、教員がレクチャーし、実際に

記入する時間を設けることである。

　各レクチャーの担当職員を決め、職員が授業

案を作成し、教員にその授業案で良いか確認し

た。職員は担当箇所のレジュメを作成し、図書

探しのための図書リスト作成（資料1）などの

準備を行った。各職員の作成したレジュメ（資

料2）をまとめ、編集した。授業の4日前に最

終的な授業計画を教員にメールで送った。

6．授業中について
　各職員は担当箇所の授業を受け持つ。レク

チャーや演習、質疑応答などを行う。担当外の

職員はサポートにまわる。具体的には、板書を

したり、OPAC検索・データベース検索などで

20分 参考図書（レジュメ
ではレファレンス
ブック。同義で使用
している）の種類と
使い方（引き比べ：
「保 育」、「愛」、「保
育」の英語は？）

数人のグループで1冊の参考図
書を使い、言葉調べを行い発表
する（「保育」「愛」「nursing」を
引き比べる）。
「保育」⇔「nursing」⇔「看護」の
言葉のつながりについて考える。

参考図書は索引があれば索引か
ら調べることを指導する。参考
図書の特徴として、正確性は高
いが、時代と共に変化すること
があるので注意するよう伝える。

田中 LC

35分 復習
ことばを広げる（キー
ワード出し）
本探し、書誌カード
への記入、図書の返
却作業

「こども」「からだ」「こころ」「あ
そび」という4つのキーワー
ド（現代文化学部の教育のキー
ワード）から、各自思いつく言
葉を広げてシートに書き出す。
その中から関心のあるワードを
2，3選び、OPACで図書を検索
する。図書を持ってきて開いて
みる。書誌事項を記入欄に書き
出す。書誌カードの記入方法を
学び、記入する。

言葉を広げて書き出すやり方は、
マインドマップのようでも良い
し、箇条書きでも良く、自由に
記入させる。何も思いつかない
学生には声をかけ、対話しなが
ら学生の関心あるキーワードを
引き出すよう支援する。書誌
カード記入については教員が指
導する。

田中 第1

25分 文 献 検 索（CiNii 
Researchで検索・書
誌カード・キーワー
ドカードへの記入）

職員の解説を聞き、論文や学術
雑誌、データベースについて知
る。文献検索データベースCiNii 
Researchで、検索例としてレ
ジュメに挙げた論文を検索する。
検索方法、情報の見方、本文へ
のリンク等を確認する。
前段の「ことばを広げる」のシー
トから2つほどキーワードを選
び、検索する。発見した論文の
1つの書誌事項を記入欄に書き
出す。論文を探して利用するま
での流れを確認する。
キーワードカードの記入方法を
学び、記入する。

データベースについてはOPAC
同様、キーワードを単語で、複
数の場合はスペースで区切って
検索するよう指導する。キー
ワードを変えることで検索結果
が変わってくることを指導する。
抄録について説明する。本文が
読めない論文があっても文献複
写依頼という方法があることを
伝える。探し方で躓く学生がい
れば支援する。
キーワードカードについては教
員が指導する。

小泉 第１

5分 まとめ 教員 第１
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躓いている学生や、図書探しの際図書を見つけ

られないでいる学生の支援をしたりする。

　

7．授業後
　授業を職員間で振り返り、文書にまとめ、科

目担当教員に送った。振り返りは、担当ごとの

「良かった点」「反省点」「改善策」及び「全体を通

して気づいたこと・改善策等」などをまとめた

ものである。本稿執筆にあたり、目標達成度と

評価（8節）、特徴的な取り組みや工夫（9節）、

振り返って浮かび上がってきた課題を第四章に

と、まとめ直して記載する。

8．目標達成度と評価
（1）目標達成度
　今回のガイダンスで目標を達成できたと言え

るのは次の項目である。「OPAC検索」、「課題

の図書探し」、「各自の考えたキーワードでの図

書探し」、「書誌カード記入」、「参考図書の利

用」、「文献検索データベースでの検索」などで

ある。これは、机間巡視中にレジュメの書き込

みを確認した際に皆正確に書き出せていたこ

と、図書や論文を探し出せない学生がいなかっ

たことからそのように判断している。

　反対に、目標を達成できなかったのは、「各

自の考えたキーワードでの論文検索」、「キー

ワードカード記入」などである。そこまで行き

つけた学生もいたが、時間が足りなくなってし

まい、論文の詳細情報を全て書き出せなかった

学生、キーワードカードの記入が終わらなかっ

た学生がいた。

　それ以外の、「情報リテラシーの必要性」、「大

学での学びについて」、「大学図書館について」、

「情報源の種類と特徴を知る」などは、目標の達

成度が把握できていない。全ての目標について

達成度を把握できるよう計画したい。

（2）評価
　職員の振り返りに対し、科目担当教員からの

フィードバックとして、学生が初めて触れる

OPACでの検索方法を学んで理解し、自力で

図書に辿り着けたことについて評価を受けた。

また、事前の打ち合わせをもっと密にする必要

があるとの意見もあった。学生からの授業評価

の必要性も認識しており、今後の課題と考えて

いる。

9．特徴的な取り組みや工夫
　ここでは、本学が実践しているガイダンスの

中で、特徴的なメニューとして「参考図書の引

き比べ」を、特に工夫したものとして「レジュ

メの作成」を紹介する。

（1）参考図書の引き比べ
　参考図書の利用指導については、科目担当教

員からの強い要望を受け、長らく実施している

ものである。その理由は、有用で信頼性の高い

ツールとして学生が主体的に参考図書に立ち戻

る道筋をつけることにある。なぜなら、学生は

レポートや卒業論文・研究に取りかかる時、調

べることの概要、定義、言葉の広がり・つなが

りなどがわからず途方に暮れることが多く、そ

れらの課題に参考図書は非常に役立つからで

ある。

　参考図書の引き比べは、グループワーク中心

に20分間を構成している。友人同士自由に着

席させ、職員が学修する内容や到達目標を伝え

る。その後、ウォーミングアップとして、職員

が「『愛』って何？」と発問すると、学生は隣席

の学生同士で相談を始めるので、机間巡視し

ながら、いくつかの発言を拾い「それは本当で

すか？確証がありますか？」と問いながら、用

意した参考図書（資料3）で調べることを促す。

調べた語義をランダムにグループの代表者に音

読させ学生同士で共有し合う。その際、職員は

『新カトリック大事典』では「愛」の解説が10

ページにも及ぶことなどそれぞれの参考図書の

特徴に触れる。学生の主体性や、時間的余裕に

鑑み、考えさせたり、対話させたり、派生して

別の語義を調べたりすることもある。参考図書

の扱いに慣れてきたところで、自分達の専門で

ある「保育」を引かせ同様に吟味する。続けて
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「ところで『保育』を表す英語にはchild careの

他に何があるでしょう？」と発問し、英和辞典

で「nursing」を引かせると、学生達は「看護」

と「保育」の両者が記載されていることに気づ

く。その理由を解き明かす１つのヒントとし

て、職員が百科事典の「看護」の項目から語源

を披露する。すると学生は、全く別物と認識し

ていた「保育」と「看護」に関係性を発見するこ

とになる。

　参考図書の引き比べは、看護学セミナーの図

書館利用ガイダンスでも行っている。この科目

では科目責任者が毎時間リアクションペーパー

を書かせており、その記載内容からは、参考図

書の引き比べについて印象に残った学生が多く

みられた。さらに、授業後も学生が自発的に参

考図書を利用していることから、迷った時に立

ち返る１つのツールとして認知されたことを示

している。実践方法によって、時代錯誤と見ら

れがちな参考図書が、興味深い学修ツールとし

て学生の印象に残る一例と言えよう。

（2）学生が仕上げるレジュメ（資料2のレジュ
メを参照）

　レジュメは最初から完成品を提供するのはな

く、学生に書き込ませる欄を多く設け、ガイダ

ンスを受けながら、自身で完成させていくもの

とした。空欄に書き込む言葉は、必ず板書も行

い、書き漏らしがないよう配慮した。

　また、各見出しの横に該当する「授業のめあ
て」の項目番号を付し、授業の到達目標に向け

ての現在地を明確に示すことで、「今している

ことの意義」を意識づけるようにした。現在地

の確認は、小休止になるため学生の集中力の継

続に効果的であったのと同時に、指導側にとっ

てもメリハリをつける助けとなり、双方にとっ

て良い影響を与えた。また、検索手順のスク

リーンショットを多用することで、学生が自ら

進められ、後から使えるレジュメとしても有用

なものとなった。

　ここまで、実践の詳細とその目標達成度や評

価について述べてきた。次章では、そこから認

識された課題について記載する。

第四章　図書館利用ガイダンスの課題

　ここでは、第三章で述べた実践の振り返りか

ら、課題として浮かび上がったものを、 1.  図書

館員の指導スキルの課題、 2.  内容面での課題

に区別して整理する。

1．図書館員の指導スキルの課題
（1）図書館員の課題の背景
　まず、司書課程において、利用者に対する図

書館利用指導については、重要性が指摘され、

その内容について解説されるものの、指導計画

を立て、一対多のガイダンスを演習する機会は

ほとんど無いようである 11）。本学で司書資格

を有する図書館員も、取得した年代は異なる

が、一対多の利用指導について実践的に学んだ

職員はいなかった。司書は、利用指導の重要性

や実施内容の知識があっても、指導スキルが培

われているわけではないのである。資格取得後

に研修会で学んだり、他大学の実践報告を参考

にしたりしながら、より良い利用指導を目指し

て試行錯誤している状態である。その点、教育

職員免許状を併せ持つ職員は、授業計画・運営

の仕方や学習指導において経験を活かせている

ところもある。

　次に、本ガイダンスの指導内容においては、

図書館員の専門性が発揮される場面は少ないと

言える。ガイダンス（初年次対象）に必要なの

は、司書の専門性よりも説明力やコミュニケー

ション能力である。例えば、2年生以上には、

高度な文献検索を指導するため、図書館員の専

門性が活かされる場面が増えるが、1年生の授

業では詳細な文献検索指導までは行わない。以

上から、指導スキルの課題は、図書館員ならで

はのものというより、教育担当者としての側面

が中心となる。

（2）授業進行に関わるスキル・適性
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　図書館員によっては、常に時間を意識するこ

とが難しい場合がある。今回の場合、ツアー時

間が超過してしまったり、論文検索例の説明が

長くなってしまったりした。時間の超過は、本

ガイダンスのように複数の職員が交代で進行す

る授業では、他者の授業計画に影響を及ぼす。

また、１度の授業内で多くの到達目標を設定し

ているため、学生がついて行っていないことが

あった。

　授業進行では、タイムキープの意識とそれを

コントロールするための観察力、コミュニケー

ション力、統率力、臨機応変な対応などが同時

に求められる。これらは、教育担当者全般に言

えるスキルであり、図書館員の適性が反映す

る。この課題への対策として、今後は役割の固

定化を念頭に計画していきたい。

（3）目標達成度の把握や授業評価
　「情報リテラシーの必要性」や「大学での学

びについて」など、理解度が目に見えてわかり

にくい目標について、達成度を把握する評価

計画を立てていなかった。また、学生からの

フィードバックを得ていない点も課題である。

　過去には、レジュメに理解度チェックの書き

込み欄を設け、机間巡視中に目視で把握した

り、レジュメを一旦回収して添削したりしたこ

とがある。オンライン授業時は、Classroomで

検索課題を提出させ添削した。それらの経験も

参考に考えていきたい。指導スキル向上のため

には、教員や学生からのフィードバックが不可

欠である。学生に対し、簡単なアンケートを実

施することも有効であろう。

（4）教員との連携
　現代文化学部では、情報の整理の指導に書誌

カード・キーワードカード作成をさせている。

ガイダンス中に科目担当教員が記入方法につい

て説明する。カード作成中は、職員が学生から

質問を受ける可能性があることを想定し、職員

も理解を深めておく必要があった。あるいは、

細かなタイムスケジュールと優先順位を教員と

共有していなかったため、時間調整が困難な場

面もあった。

　内容や流れを攫う程度の相談から、更に踏み

込んだ協働体制を構築する必要がある。個々の

レクチャーや演習において学生の躓きやすいポ

イントを挙げ、教員と図書館員でどのような支

援が効果的かを話し合い、補完し合う点を共通

認識としておくといったことである。また、情

報収集・整理のスキルは、反復練習で身に付く

という特性にも鑑み、教員と連携し、継続的な

支援をしていく必要がある。

2．内容面での課題
（1）学生の意欲を喚起すること
　比較的多くの学生が図書館利用ガイダンスを

必須の学修対象とは見なしていない。試験があ

るわけでもなく、図書館利用ガイダンスに関心

がない様子の学生もいる。具体的な事象として

は、スマートフォンを介してOPAC検索を行う

時など、途中から他のサイトを閲覧しはじめる

学生がいた。学生がこのガイダンスの必要性を

認識するよう、内容や展開の工夫が必要であ

る。また同時に学生の興味関心を喚起しながら

授業を進める技能も求められる。

（2）時間と内容のバランスの検討
　本ガイダンスは、90分で4～ 5つの学修目標

の達成を目指している。扱い方に強弱はあるも

のの、若干多すぎる印象を受ける。他大学が何

を学修目標とし、どの程度の時間数をかけ、ど

のような計画でガイダンスを実施しているか、

調査し比較検討する必要がある。また、同科目

の別の回や他の科目における内容の重複も避け

たい。図書館員に与えられた限られた時間を効

果的な指導に充てるためにも、時間配分や内容

の精査が求められる。

（3）学修者主体の授業デザイン
　ガイダンスでは「大学での学びとは」に始ま

り、図書館ツアーやOPAC検索、文献検索など

を理解すべき内容・習得すべきスキルと位置付

けてきた。しかし、学生側から考えた時、その

時に学ぶ必然性があったかと言われると、必ず
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しもそうとは言い切れない。

　ガイダンス改善の重要な要素の一つが、「学

修者主体」であると考える。主体的に取り組む

には、学ぶ動機が不可欠であり、動機の醸成の

ためには、成果を見据えた学びのプロセスが必

要と考える。茂出木は、学習理論や教授法を検

討した上で、「実際にその知識をつかう場面を

想起しにくい状況、すなわち『脱文脈化された

状況』で学んだ知識は定着しない」12）という見

解を述べている。図書館利用ガイダンスでも、

学生が実際に文献を必要としていない状況で、

文献収集の意義を説き、方法を教えても、知識

の定着は難しいだろう。つまり、図書館が何を

教えるべきとするかという「図書館主体」から、

学生が学ぶ必要性を感じる文脈の中で、学生の

動機を利用した「学修者主体」の学修へと変化

させる必要があると考える。

　現代文化学部への授業内での図書館利用ガイ

ダンスは、2023年冬現在、全て終了しているた

め、この経験を看護学部への図書館利用ガイダ

ンスに活かしていきたい。その際には、教員に

ついていくだけではなく、積極的に情報を共有

し、時には提案する姿勢で臨みたいと考える。

第五章　看護学部における図書館利用ガイ
ダンスの展望

　この章では、第四章で述べた課題に加えて、

今後の図書館利用ガイダンス運営において念頭

に置いておきたい事項を整理する。

1．対面と非対面のメリットを活かしたガイダ
ンスの実践

　本稿をまとめるにあたり、他大学の図書館利

用ガイダンスの現状を知る機会を得た。2019

（令和元）年度以降は、新型コロナウイルス感

染症拡大による急速なオンライン化を受け、図

書館でも非対面のガイダンス構築などが進ん

だ。本学でも、自宅学修期間が図書館利用ガイ

ダンスと重なる時期には、オンライン用の授

業を準備し、Googleクラスルームで図書館ガ

イダンスを実施していた。2022（令和4）年度

以降、本学では全面的に対面授業に戻ってお

り、オンライン学修の必要性に立ち戻る機会は

なかった。しかし、例えば授業の一部分をオン

デマンドで予習してから授業に参加する形式な

ど、各々の利点を活用することで対面授業がよ

り充実することも考えられる。あるいは、学修

内容を補完する配信を行うことで、学び直しが

できるという利点もあるであろう。

　本学は、伝統的に一人ひとりの学びに教職員

が丁寧に向き合う指導を強みとしている。ま

た、本学は、将来、生身の人間に接することを

生業としたい学生が学んでいる。そういった特

徴をもつ大学の図書館として、対面と非対面の

より良い活用の模索が求められる。

2．継続的に学修する能力を磨く図書館利用ガ
イダンスの構築

　2022年度より高等学校の指導要領において

は、「総合的な学習の時間」が「総合的な探究の

時間」と名称変更された。各教科において「探

究」と名の付く科目が新設されるなど、今後

「探究」という視点が社会生活の中でも重視さ

れてくることが予想される 13）。「探究」が軸と

なるのであれば、その学修において図書館が大

いに利活用されることを期待する一方で、第一

章で述べた図書館体験だけでなく、「探究」体

験においても違いがあることを認識しておく必

要がある。

　また、森井によると、看護師には「継続的に

学習する能力」が欠かせないとされており、こ

の能力に関連するものとして、Evidence Based 

Nursingがある 14）。このEvidence Based Nurs-Evidence Based Nurs-

ingの実践ステップは、「①疑問の明確化、②エ

ビデンスを探す、③情報の批判的吟味、④患者

への適応可否、⑤自身の行ったケアを評価」15）

の5つと言われている。

　このことからも、利用ガイダンスにおいて図
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書館の可能性をどのように印象付けるかは大き

な課題である。また、そこで受けたインパクト

を看護師の継続的に学修する能力の陶冶に繋げ

ていくためには学修者にとって必然な状況がな

くてはならない。

3．教職協働による図書館利用ガイダンス
　情報リテラシーの力は日々の小さなトライア

ル アンド エラーを繰り返す中で磨かれるもの

であることも忘れてはならない。教本やマニュ

アルを与えたり、たった1度のワークショップ

を体験したりという単発的なイベントで身につ

くものではない。普段のレポート作成に図書館

利用が根付くことが第一歩である。そこには、

図書館からの発信や学生の主体性以外に、課題

の提示方法の工夫も大いに影響してくる。この

点においても教員と職員の協働の可能性が大い

にある。学生、教員、職員の密なコミュニケー

ションが可能な本学だからこそ、実践できる図

書館利用ガイダンスの模索を続けながら、次年

度以降、第四章で列挙した具体的な課題を解決

し、生涯にわたり主体的に学修する姿勢を育む

支援を続けていきたい。

おわりに

　現代文化学部における図書館利用ガイダン

スが令和5年度で最終回を迎え、その記録を残

し、次に繋げることを目的として本稿を執筆

した。執筆に際しては、歴代の図書館員が試行

錯誤した様々な教材や授業案、振り返り資料を

見返す機会を得た。一方で、他大学の実践報告

や雑誌記事からは、多くの図書館が大学の事情

や時代のニーズに即した図書館サービスの提供

とその利用指導を行っていることを改めて知る

こととなった。次に活かすための振り返り方や

図書館員自身の授業に引き込む力など課題を挙

げればきりがない。しかし、令和5年前期に指

導した現代文化学部の学生達が、授業時間以外

に集まり、有益な資料を学内外から探し出して

は、グループ発表に向けてパワーポイント作成

に取り組んでいる姿を見ると、指導が生きてい

ることも実感するのである。図書館員にとって

の小さな成功体験である。

　先般刊行された『図書館雑誌』2023年11月

号 16）は「表現する図書館員―書くことのすす

め」という特集であった。その中では、図書館

員が豊富な情報や経験を蓄積しているにも関わ

らず、組織的な問題から発信するに至っていな

い現状も紹介されていた。他館との、成功事例

や抱える課題の共有を進めながら、指導スキル

向上のための実践に努めてきたい。
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資料1　図書探しのための図書リスト
※実際はこの1冊1冊のタイトル及び副タイトルが、第12回（5日）のレジュメの【6】【演習1】「あなたに探
してほしい本」の下に埋め込まれるよう設定している。各自異なるタイトル・副タイトルから、OPACで
検索することとなる。分類記号・著者記号を載せた本リストは、図書館員用に作成している。

タイトル 副タイトル 分類
記号

著者
記号

1 『暮らしの英語を書いてみよう』 Writing everyday English 835 セ

2 『子どもたちの言語獲得』 　 801.04 コ

3 『あした選挙へ行くまえに』 　 314 イ

4 『薔薇の名前』 　 973 エ

5 『ここは今から倫理です。1』 From now onwe being ethics 150 ア

6 『ぼくはイエローでホワイトでちょっとブ
ルー』

the real British secondary school days 376 ブ

7 『ドードーを知っていますか』 　 480.4 メ

8 『子どもにどうしてあげればいい？』 「こころの病気を抱える親」のハンドブック 493.7 ソ

9 『ADHDの子どもたち』 　 493.9 コ

10 『ビートルズ語辞典』 ビートルズにまつわる言葉をイラストと豆
知識でヤァ !ヤァ !ヤァ !と読み解く

764.7 フ

11 『スウェーデン保育から幼児教育へ』 就学前学校の実践と新しい保育制度 376.1 シ

12 『修道院のお菓子と手仕事』 　 198.25 ヒ

13 『からだといのちに出会うブックガイド』 　 028 カ

14 『0・1・2歳児の連絡帳の書き方』 低年齢児保育が学べるワイド版 具体的な
テーマ (育児の悩みや喜び )→書き方のポイ
ント→発育・発達メモでよくわかる !

376.14 ゼ

15 『東京名教会さんぽ』 心が洗われる東京の美しい聖堂 523 ス

16 『センダックの世界』 　 o726.5 セ

17 『スティーブ・ジョブズ伝説のスピーチ＆
プレゼン』

The legendary speeches and presentations 
of Steve Jobs

837.7 ジョ

18 『なぜ、伊右衛門は売れたのか。』 　 588 ミ

19 『書きにくい手紙の実用文例集』 　 816.6 カ

20 『世界を変えた100人の女の子の物語』 グッドナイトストーリーフォーレベルガー
ルズ

280.4 ファ

21 『星座の神話と伝説がわかる本』 　 443 セ
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資料3　参考図書リスト

タイトル 著者等 出版社 版 出版年

1 教育思想事典 教育思想史学会編 勁草書房 増補改訂版 2017年

2 広辞苑 新村出編 岩波書店 第7版 2018年

3 ジーニアス英和辞典
南出康世編集主幹 中邑光男［ほ
か］編集委員

大修館書店 第5版、机上版 2015年

4
新カトリック大事典
第1巻

上智学院新カトリック大事典編
纂委員会編

研究社 初版 1996年

5 新明解国語辞典 山田忠雄［ほか］編 三省堂 第7版 2012年

6 世界大百科事典6 下中直人編集発行 平凡社 改訂新版 2007年


